
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　義肢装具を製造する株式会社アルフィットは、このほど
近年若年層に増えている外反母趾をはじめとする足の変
形に対応する学生用ローファーを商品化。「ひょうご・神
戸チャレンジマーケット」で発表したことで、学校や量販
店向けに販路開拓のチャンスが広がりそうです。

元気企業
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株式会社アルフィット

活性化センター・カレンダー

支援ネットのひろば

◦情報カレンダー

◦兵庫県信用保証協会かわら版
　�ひょうご連携支援保証
　のご案内
ビジネスサポート
兵庫県ワシントン州事務所
セミナーレポート
国際フロンティア産業メッセ2015
で起業支援セミナーを開催
成長期待企業のイチオシ！
株式会社エイ・エム・ケイ
監視カメラの映像統合
管理ソフト
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創業・第二創業、経営革新に
取り組む中小企業などに対し、
ビジネスプランの発表を通じ
て金融機関や一般企業等と
マッチングを行うチャンスを提
供している。
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義肢装具製造で培った
ノウハウを生かし
中高生の足に優しい
学生用ローファーを開発

「妻のために」義肢装具の世界へ
　義肢装具は、病気でまひが残った
り、事故で骨折したりした際に歩行を
補助する道具として使われるもので、
失った体の機能や部分を補う義肢、
弱った機能を補う装具、歩行を助ける
靴や足底板（インソール）などがありま
す。アルフィットでは、義肢装具士の国
家資格を持つ代表取締役の藤原誠
文さんを中心に、医師の処方に基づ
いて、患者であるユーザーと対話をし
ながら使う人にとって最適な義肢装具
を製造しています。
　もともと眼鏡店で働いていた藤原さ
んがこの業界に入ったのは、小児まひ
を持つ妻が、義肢装具の調整に苦労
していたからでした。
　「時間がたつにつれ足の形が変わ

り、細くなると、使っていた装具が合わ
なくなり、骨や皮膚を傷めることがありま
す。それを修正するだけでも手間と時
間が掛かり、生活に不便が生じます。
一人一人に合った、調節もしやすい装
具を何とか自分で作れないかと考える
ようになりました」
　義肢装具メーカーに就職後、国家
資格を取るために退職。アルバイトをし
ながら専門学校に通い、再び義肢装
具メーカーで働いた後、40歳で独立
を果たしました。

足に優しいローファーを開発
　義肢装具製造の経験を一般用の
製品でも生かすことができないかと、
今年開発したのが学生向けの通学用
皮革靴（ローファー）です。病院からの

情報を聞くうちに、近
年、中高生の間でも外
反母趾などの足の変
形が目立ってきている
ことを知りました。学校
から指定されたローフ
ァーは幅広であり、足
の形に合っていないた
めで、インソールで調
整しようにもそれを入
れられる構造になって

いませんでした。そこで、現在の若年
層の特徴を捉えた木型を基に自社で
ローファーを作製することにしました。靴
の形状を足に合わせ細長にするととも
に、足先についてはスペースを広げ、
指が窮屈にならないようにしています。
また、足が内側にずれないように芯を
入れてガード。靴底は、つま先で地面
からスムーズに跳ねることができるよう
カーブの形状を工夫しています。満足
がいく商品は開発できたものの、課題
は販路。学校に制靴として採用しても
らうべく営業活動を続けていますが、
「長年付き合いのある納入業者から切
り替えてもらうのは想像以上に高いハ
ードル」と壁を感じています。
　9月16日に参加した「ひょうご・神戸
チャレンジマーケット」では販路開拓を
目的に発表。ひょうご産業活性化セン
ターの担当者にはプレゼンテーション
資料作りからサポートを受けました。発
表後は、中小企業基盤整備機構の
担当者からアドバイスがあり、まずは機
構が持つ企業OBのネットワークを生
かして、市場ニーズを調査し、百貨店
での催事出展ができるかどうか可能
性を探ることになりました。また、ひょうご
産業活性化センターの担当者からは
県内の女子中・高の紹介を受けてお若年層の足の特徴を捉えた木型（左）を基に開発したローファー
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り、広がりを期待しています。「ひょうご
産業活性化センターのバックアップで、
自力ではつながれないような所と面会
できることだけでもありがたい」と藤原

さんは言います。
　当面は学校を中心に営業を掛けて
いく予定ですが、他の販路も模索中で
す。「靴は体に大きな影響を及ぼすに

もかかわらず、知られていないことや誤
解が多い。地道に靴の大切さを伝え
ながら、徐 に々販路を広げていくことが
できれば」と、チャンスを狙っています。

所在地　明石市魚住町金ヶ崎851-1　アーク金ヶ崎106
代表取締役　藤原誠文
事業内容　義肢装具の製造

TEL 078-936-2248
URL http://arfit.jp/会社概要

株式会社アルフィット

ひょうご・神戸
チャレンジマーケット

今月の支援メニュー

あなたの会社のビジネスプランを応援します
資金調達や販路開拓のチャンスが広がります

支援メニュー講座 ひょうご・神戸チャレンジマーケット

問い合わせは ひょうご産業活性化センター創業推進部 新事業課 078-230-8110

　創業・第二創業、経営革新に取り組む中小企業・ベン
チャー企業・個人事業主が、ビジネスプランの発表を通じ
て、金融機関や一般企業等との幅広いマッチング（資金
調達や販路開拓等）を行うチャンスを提供するものです。
　応募者の中から選定された企業・個人が、「ひょうご・
神戸チャレンジマーケット」において、ビジネスパートナー
を求めて参加する金融機関・ベンチャーキャピタル・大手
百貨店等の前でビジネスプランのプレゼンや個別商談を
行います。

◦�個別ではアポを取るのも困難な有力企業や
金融機関等にビジネスプランを聴いてもらうこ
とができ、取引のチャンスが広がります。
◦プレゼン資料（パワーポイント）作成の個別
指導に助成が受けられます。また、プレゼン
資料は後の営業ツールとして活用できるた
め、営業の幅が広がります。
◦�各種支援メニューにより、事業化を側面から
サポートします。

制度概要 メリット

第24回 「ひょうご・神戸チャレンジマーケット」
2016年2月16日（火）・17日（水）開催予定

現在、「プレゼン企業」のビジネスプランを募集中
※11月16日（月）締め切り
詳しくはHP（http://web.hyogo- i ic .ne . jp/k igyo/
challengemarket）をご覧ください
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C A L E N D A RC A L E N D A R
　有望なビジネスプランを有し、兵庫県内において起業等にチャレンジする方を支援するための無利子貸付金です。
ご利用に際しては、受付期間内に必要書類をひょうご産業活性化センターまで持参または郵送で提出してください。

【利用方法】ひょうご・神戸チャレンジマーケットの申し込みと同時に貸付申請書等が必要です。できるだけ事前に
ご相談ください。

※詳細についてはHP（http://web.hyogo-iic.ne.jp/kigyo/challengekasituke）をご覧ください
【問い合わせ先】(公財)ひょうご産業活性化センター　創業推進部　投資育成課
　　　　　　　 078-230-9435 078-230-8391

ひょうごチャレンジ起業支援貸付（無利子）のご案内

　ひょうご産業活性化センターでは、皆さんに役立つセ
ミナーや各種行政情報などをメールマガジンで配信して
います。登録料は無料ですので、ぜひご登録ください。

【配信日】毎月1日、16日
【登録方法】下記HPの登録フォームに必要事項を記

入の上、送信してください。
https://app.xpressmail.jp/optin/002t/insert.jsp

※ 登録が完了すると、登録完了のメールが自動送信
されます。登録後3日を経過しても登録完了メール
が届かない場合は、再度登録してください

【問い合わせ先】企画経営室　企画管理課
　 078-230-8040 078-291-8524

受付締切 11月16日（月）16時必着

貸付対象者 当センターが実施するひょうご・神戸チャレンジマーケットに申し込みをする企業であること。その他条件あり（詳
細についてはHP参照）

貸付対象分野 健康、生活文化、情報通信、環境・エネルギー、ナノテクノロジー・新製造技術・新素材、輸送・物流、ビジネス
サポート、防災・安全等

貸付限度額 1,000万円（貸付額は万単位、最低貸付金額は100万円）

貸付割合 必要経費の70％以内（30％以上の自己資金が必要）
上記または貸付限度額の低い方が貸付額の上限

貸付利率 無利子
資金期間 10年以内（うち3年据え置き）、半年賦償還
資金使途 運転資金・設備資金
連帯保証人 原則として代表者保証のみ（個人事業主の場合は連帯保証人不要）
留意事項 貸付の可否は審査会で決定。審査状況により貸付条件が付加される場合あり

メールマガジン登録受付中
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「中小企業支援ネットひょうご」には、技術・金融・雇
用など、専門能力の高い団体が勢ぞろい。技術やノ
ウハウを総動員して、経営課題を解決！

　知的財産制度を円滑に利用するため、実務上必要な
知識の習得を目的とした説明会です。
　特許・意匠・商標審査の運用基準や、国際出願の
手続き等について、より実務に役立つ内容を特許庁職
員等が分かりやすく解説します。
▶日時・内容：
【第1日】11月18日（水）
10：00～10：30　PATENTSCOPEの概要
10：40～11：40　�特許協力条約（PCT）に基づく国際出願制度に

関するトピックス
12：40～15：40　特許の審査基準及び審査の運用
【第2日】11月30日（月）
10：00～14：00　意匠の審査基準及び審査の運用
14：10～15：40　�商標の国際登録制度（マドリッド制度）について

〔管理実務〕
15：50～17：20　出願手続きの留意点について

▶場所：チサンホテル神戸（神戸市中央区中町通2-3-1）
▶参加費：無料（テキスト付き）
※事前申し込み制
※�申し込み方法、神戸以外の開催地日程など、詳細についてはHP
（http://www.jiii.or.jp/h27_ jitsumusya/）をご覧ください
▶問い合わせ先：
　◦申し込み、会場に関すること
　　（一社）兵庫県発明協会　 078-731-5847

　◦その他説明会全般に関すること

　　（一社）発明推進協会　　 03-3502-5437
　　　　　　　　　　　　　 h27_ jitsumusya@jiii.or.jp

　新たに起業・創業をお考えの方、創業後間もない法
人・個人事業主の皆さんにさまざまな方面からご案内を
します。

▶日時：12月5日（土）13：00～16：30
　　　 �※終了後16：30から個別相談会（予約制）
▶場所：姫路商工会議所（姫路市下寺町43）
▶内容：
　【第1部】13：10～14：20
　　ビジネスプランの作り方
　　�◦起業・創業計画時の準備・チェック事項
　　�◦起業・創業計画時のビジネスプランの作り方
　　�◦兵庫県よろず支援拠点の活用について
　【第2部】14：30～15：20
　　数字力講座
　　�◦利益の構造：利益は残りますか？
　　�◦キャッシュの構造：キャッシュは残りますか？
　　�◦税務の知識：どれくらい税金がかかりますか？
　【第3部】15：30～16：30
　　資金調達方法・補助金等の活用術
　　�◦創業者向け融資商品等のご案内
　　�◦融資申込時の事業計画書作成のポイント
　　�◦創業補助金のご案内
▶参加費：無料
▶申し込み締め切り：12月3日（木）
※�申し込み方法など詳細についてはHP（http://www.minatobk.
co.jp/corporate/）をご覧ください
▶問い合わせ先：みなと銀行　営業企画部　 078-331-7796

情報カレンダー Information Calendar

挑戦する
企業の
応援団

知的財産権制度説明会（実務者向け）のご案内 起業・創業支援セミナー2015 in 姫路のご案内

　この解説は、(株)ＴＫＣ、および兵庫県内ＴＫＣ会員事務所の資料提供協力により作成されたものです。業種別
企業業績動向速報は、ひょうご産業活性化センターホームページ（http://web.hyogo-iic.ne.jp/）をご覧ください。

　2015年9月の県下中小企業の業績動向は
次の通り。調査対象企業3,660社のうち黒字
企業は49.9％で1,827社。全産業の平均売
上高は対前年同月比で96.6％となっている。
業種別で見ると、製造業が100.8％、宿泊
業、飲食サービス業が106.5％と前年を上回
り、建設業が92.7％、情報通信業が98.9％、
運輸業、郵便業が98.2％、卸売業が98.4％、
小売業が95.7％、不動産業が91.5％、サービ
ス業が88.9％と前年を下回っている。
　また、全産業の売上高総利益率は26.1%
で対前年同月比は101.5％となっており、売
上高経常利益率は3.3％で対前年同月比
100.0％である。売上高は減少しているが、
経常利益率は前年並みである。

【情報通信業】調査対象企業46社中、黒字

企業20社で黒字企業比率43.4％。全体の売
上高は対前年同月比98.9％。売上高総利益
率は52.4％で対前年同月比98.3％とほぼ前
年並みだが、売上高経常利益率は2.7％で
対前年同月比128.5％である。売上高はやや
下げているが、利益率の上昇が見られる。

【運輸・郵便業】調査対象企業158社中、黒
字企業91社で黒字企業比率57.5％。全体の
売上高は対前年同月比98.2％とやや減少。
売上高総利益率は26.4％で対前年同月比
101.5％、経常利益率が2.4％で対前年同月
比141.1％と、こちらの業種も売上高は減少
しているが、利益率はやや上昇している。

【卸売業】調査対象企業536社中、黒字企業
260社で黒字企業比率48.5％。全体の売上
高は対前年同月比98.4％と減少。利益率の

数字は、売上高総利益率が17.3％で対前年
同月比96.6％、経常利益率が0.9％で対前
年同月比60％と減少。売上高の減少に比例
して利益率も減少している。

【小売業】調査対象企業546社中、黒字企業
226社で黒字企業比率41.3％。全体の売上
高は対前年同月比95.7％と減少。売上高総
利益率が28.1％で対前年同月比104.8％、
経常利益率が1.5％で対前年同月比214.2％
と上昇している。

【宿泊業・飲食業】調査対象企業153社中、
黒字企業57社で黒字企業比率37.2％。全体
の売上高は対前年同月比106.5％とやや上
昇。売上高総利益率が65.0％で対前年同月
比100％、経常利益率が2.2％で対前年同月
比157.1％と上昇している。

県内業種別企業業績動向速報解説
ＴＫＣ近畿兵庫会

神戸中央支部・税理士
宮﨑 敦史
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兵庫県信用保証協会かわら版 News form CGCH

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

ひょうご連携支援保証のご案内
　ひょうご連携支援保証は、新たな資金を供給することに加え、柔軟な返済等により資金繰りの改善を図るとともに、当
協会と金融機関が連携して中小企業・小規模事業者の期中支援を行う保証です。ぜひご利用ください。

対象となる方 当協会の保証対象要件に該当する中小企業者

資 金 使 途 事業資金（既存の保証付借入金の借換資金を含む）

保証限度額
2億8,000万円以内
※�利用する信用保険（普通保険（一般）2億円または無担保保険（一般）8,000万円）の範囲内とし、既存
の同一保険種別の保証債務残高を含みます

保 証 期 間
15年以内
ただし、本保証付融資とプロパー融資（※）の融資期間は同一とします　※金融機関単独貸

貸 付 形 式 証書貸付

返 済 方 法
元金均等分割返済または元金不均等分割返済
ただし、本保証付融資とプロパー融資の返済方法は同一とします

貸 付 利 率 金融機関所定利率

担 保 必要に応じて提供していただきます

連帯保証人 原則として、法人の代表者を除き不要

保 証 料 率

経営状況に応じて決定（下表参照）	

※�会計処理に関する割引および有担保割引の適用が可能です

保証条件等

①プロパー融資の同時実行　
　	本保証付融資（既存の保証付融資の借換えを伴う場合は、借換対象となる保証付融資残
高を控除した額。ただし、控除後において必要とする資金が生じる場合に限る）の6割以上の
金額をプロパー融資（既存のプロパー融資の借換えを伴う場合は、借換対象となるプロパー
融資残高を控除した額）で同時実行する必要があります。
　	また、プロパー融資において、融資期間及び返済方法は本保証と同等とし、融資期間及び返
済方法以外の融資条件については、プロパー融資の定めによります。
②繰上償還
　	繰上償還については、原則として、本保証付融資及びプロパー融資の融資残高で按分した
金額をそれぞれ償還する必要があります。
③業況報告書の提出
　	貸付実行後、金融機関においてモニタリングを行った上で、半期ごとに業況報告書を協会へ
提出していただきます。

取扱金融機関 当協会と所定の覚書を締結している金融機関

区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

責任共有
保証料率

貸借対照表あり 1.90％ 1.75％ 1.55％ 1.35％ 1.15％ 1.00％ 0.80％ 0.60％ 0.45％

貸借対照表なし 1.15％

※上表は制度の概要であり、詳細については当協会の担当部署へお問い合わせください（担当部署についてはホームページをご覧ください）。
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アメリカ・シアトルでひょうごフェア2015を開催

兵庫県ワシントン州事務所
Hyogo Business &Cultural Center

兵庫県ワシントン州事務所（Hyogo Business &Cultural Center）
  +1-206-728-0610

所長　河知 秀晃  hide@hyogobcc.org
マーケティング･マネージャー　雑賀 裕子  yuko@hyogobcc.org

倍ほど高い牛
肉ですが、良く
売れていまし
た。ベルビュー
店では土日の
み「伊藤和牛
弁当」として試
験販売。約20
ドルの弁当が50個以
上売れました。オリバー
ソースでは、焼きそばが
Yakisobaとして米国で
人気のアジアフードなの
で、焼きそばソースに特
にフォーカスして試食販
売したところ、良く出てい
ました。そうめんは、ゆで
方、時間、調理方法など
を説明しながら、ストレー
トつゆを使って試食を
提供。ゆで時間が短く、軟らかくて子どもやお年寄りも食
べやすいことが好評でした。
　米国は地域により多様な消費者が存在しますが、ワシ
ントン州、特にシアトル地域は米国を代表する企業が多
いことから富裕層も一定数おり、日本食をはじめ、食への
関心や安全性への意識が高い地域です。兵庫県内の
中小企業が日本の人口減少等による市場縮小への懸
念から海外進出を目指すようになっていますが、シアトル
地域を北米市場での販路開拓のゲートウエイとして利
用されることをお勧めします。意欲ある企業さまからのご
連絡をお待ちしています。

量販店で兵庫の特産品を実演販売
　9月16日から20日にかけて、米国ワシントン州にあるア
ジア系として最大のスーパーマーケット宇和島屋のシアト
ル本店およびベルビュー店において、ひょうごフェアを開
催し、兵庫県の物産紹介と観光PRを行いました。
　出品した商品は、伊藤ハムアメリカの伊藤和牛、マルカ
ン酢アメリカのゆずポン酢、オリバーソースの焼きそばソー
ス、イトメンのちゃんぽん麺、ヒガシマル醤油の薄口しょう
ゆ、日本丸天醤油のそうめんつゆ、植垣あられのオリーブ
の花、マルツネのそうめん揖保の糸、神戸酒心館の福寿
純米吟醸などで、各企業やひょうごツーリズム協会、兵庫
県物産協会、たつの市、兵庫県手延素麺協同組合の協
力を得ながら、当事務所が店舗との出展調整、実演のメ
ニュー構成等の企画、スタッフへのトレーニング等を行い
ました。
　 米 国では 食 品は F D A ( F o o d  a n d  D r u g 
Administration)の基準をクリアしている必要があり、ま
た店舗の基準もあるため、今回は宇和島屋で既に取り
扱っている商品を中心に取りそろえ、兵庫県にゆかりのあ
る日本人留学生やインターン生などがボランティアスタッ
フとして兵庫県とワシントン州が姉妹州であることを来店
者に説明しながら、実演販売を行いました。また、兵庫県
観光大使であるはばタンが登場し、店内を活気づけたこ
となども功を奏し、店としても通常の週末より売り上げが1
割弱アップ。「ご当地フェアでは売れ残りの処分が課題と
なるが今回はその心配もない」との評価を頂きました。

一番人気は日本産和牛
　実演販売で最も集客したのが、伊藤ハムアメリカの自
社ブランド日本産和牛。1日目はステーキ、2日目以降はし
ゃぶしゃぶとして実演調理すると、現地産より5倍から10

ビジネス サポート  Business Support
海外での事業展開を支援する拠点事務所を紹介します。

伊藤和牛の実演販売（シアトル本店）

ボランティアスタッフとはばタン
（ベルビュー店）
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国際フロンティア産業メッセ2015で起業支援セミナーを開催
地域創生につながる起業支援策を紹介
　国際フロンティア産業メッセ2015が9月3日、4日の２日間、神戸市の神戸国際展示場で開かれま
した。ひょうご産業活性化センターは、ブースを出展して支援事業で開発された商品等の展示やPR
を行ったほか、一環イベントとして「兵庫･神戸からはじまる 成長・好循環を生み出す起業支援セミナー」
を開催。地域創生を目指した起業支援の施策や取り組みについて紹介しました。

　セミナーの第1部では、地域創生につながる実践に
取り組んできた3人の経営者によるシンポジウムが行
われました。一般社団法人Code for Japan代表理
事の関治之さんは、行政と地域住民が地域課題を解
決するためにICTを活用する重要性を説き、神戸市に
ヤフージャパンとコミュニティリンクから2人の専門人
材を派遣した事例を紹介しました。NOTEリノベーショ
ン&デザイン代表取締役の藤原岳史さんは、古民家
をリノベーションしてホテルやチャレンジショップに貸す
事業手法を通じ、7年間で60棟以上の古民家を再生
した実績を報告。今後は事業を加速するためファンド
方式を活用するビジネスモデルを展開していくことにも
言及しました。また、ウィズグループ
代表取締役の奥田浩美さんは社会課
題こそビジネスになると考え、高齢化
率の高い徳島県美波町や鹿児島県肝
付町にサテライトオフィスを設け、スマ
ホやタブレットを活用しながら高齢者
からニーズを探っている取り組みにつ
いて報告しました。
　2部では、兵庫県が起業･第二創
業を目指すUJIターン起業家の新規事
業展開やIT関連企業のローカルエリア
への進出に対する支援策を紹介。利
用企業を代表して、東京から神戸に
本社を移した、シェアハウス運営管理

を行うホライズンエステート代表取締役の山野洋嗣さ
ん、名古屋から西脇に移り住んで、寝具のWEBショ
ップを運営するワンズを起業した高橋太三郎さんが、
それぞれ「施策によって移住を後押ししてもらった」
と語りました。
　続いて神戸市から2016年1月からスタートするスタ
ートアップ起業支援の概要について説明がありました。
米･シリコンバレーの成功例を参考に、優秀な起業家
に対し先輩起業家がメンターとなって支援をし、資金
調達までつなげるサポートプログラムを用意し、その拠
点を三宮に開設するというもの。12月の審査を経て決
まることが発表されました。

セミナーレポート

起業支援セミナーのシンポジウム

ひょうご産業活性化センターのブース
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複数の監視カメラの映像を
規格を問わず集中管理
店から地域まで「安全・安心・健全」を実現

監
視
カ
メ
ラの
映
像
統
合
管
理
ソ
フ
ト

株
式
会
社
エ
イ
・
エ
ム
・
ケ
イ

　現代社会では防犯対策として、施設
内から屋外まであらゆる場に監視カメラ
が設置されています。通信速度が増し、
映像がより鮮明になり、膨大なデータが
蓄積できるようになって、監視映像に対
する社会のニーズはますます強まってい
ます。一方で、多様かつ大容量の映像を
どうシンプルに管理・運営するかが課題
として残されています。
　エイ・エム・ケイは、パチンコ業界で培
った経験とノウハウを新製品「KAKUDAI 
VMS®」に込めました。「パチンコ店の中
には、一つの店に500台ものカメラが付
けられている所もあります。しかも、導入
時期によってアナログであったりハイビジ
ョンであったり、ハイビジョンの中でも規
格が異なるものもあります。これらを1台の
モニターで瞬時に管理できるシステムが

『KAKUDAI VMS®』です」と青松正泰
社長。
　録画された画像はカメラ、日時を指定
すればすぐに呼び出すことができます。セ
ンサーを組み合わせることにより、出入り

口のドアが開いた時点で担当者に知ら
せることもでき、また、特定した人物がどう
動いていったかを追尾することも容易に
できます。「多くのカメラを扱う場合でも1
人で集中管理できるため、労力が省か
れ、かつ瞬時に探したい映像にたどり着
ける点が最大の強み」と話します。
　その強みを他分野に応用していくこ
とがこれからのテーマ。現在、家電量販
店で試験的な導入が始まっているほか、

「人手が不足している介護業界にも貢
献できるでしょうし、電車の踏切で導入す
れば事故軽減にもつながります」と新た
な販路を探っています。さらに、防犯のた
めの見守りが求められている地域を対象
に、自治会単位で管理できることをアピー
ルしていくとのこと。「地域の安全・安心
を実現させていきたい」と意気込んでい
ます。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

2015年11月号 平成27年10月30日発行
発行人：榎本輝彦　編集人：角　正憲

「元気企業訪問」と「成長期待企業のイチオシ！」で取
材した2社はいずれも専門分野で培ったノウハウを汎
用性のある一般向けに応用し、商品化しました。より広
いマーケットへの挑戦に期待が膨らみます。

編集後記

発行所 公益財団法人ひょうご産業活性化センター
http://web.hyogo-iic.ne.jp/

神戸市中央区雲井通５-３-１ サンパル６階
０７８-２９１-８５２６

ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

株式会社エイ・エム・ケイ／所在地：神戸市中央区八幡通1-1-14　IPSX SOUTHビル
代表取締役：青松正泰／事業内容：CCTVカメラ監視システムの開発・製造・販売

078-241-3123／ http://www.amk.co.jp

◎株式会社エイ・エム・ケイの
　監視カメラの映像統合管理ソフト

複数のカメラの映像を1台のモニターで管理

「KAKUDAI VMS®」のきょう体



ひょうご農商工連携ファンド
事業助成金のご案内

ひょうご農商工連携ファンド
事業助成金のご案内

応募資格

平成27年10月9日（金）～ 平成28年1月8日（金）
既に新商品開発に取り組んでいる事業も対象

兵庫県内の中小企業者と農林漁業者の連携体で、
既に新商品・サービスの開発に取り組んでいる
事業者又は平成29年3月までに取り組む予定の
事業者

研究開発費：原材料費、委託費
                  （加工費、デザイン料等）

販路開拓費：試作品等のための広告宣伝費・
                展示会の出展料、etc.
( ただし、販路開拓のみの事業は対象となりません。)

助成対象経費の３分の２以内

平成２8年４月（予定）から２年以内
( ただし、１年ごとに申請・審査を受ける必要があります。)

５０万円以上５００万円以内
( 助成額の下限額及び上限額は２年間を通じた総額です。)

地域の農林漁業資源を活用した新商品・新サー
ビス開発のために取り組む事業を助成します。

規格外農水産物を使用した食品加工品
間伐材を活用した商品
農作物の生産効率を上げるシステム
農業体験や食育体験の観光ビジネス etc.

事業例：

応募
期間

）

兵庫県内の中小企業者と農林漁業者の皆様へ

助成対象期間
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